


別紙１

№ 氏名 所属 出席 欠席 備考

1 齋藤　貴弘
保育所保護者
（瑞穂保育所）

○

2 額川　彰子
幼稚園保護者
（佐原幼稚園）

○

3 森田　和美
小学校保護者
（小見川中央小学校）

○

4 島崎　哲弥
香取郡市医師会
（医師会推薦：島崎医院）

○

5 栗山　雅幸
香取市民生委員児童委員協議会連合会
（連合会推薦：主任児童委員）

○

6 圓藤　弘典
千葉県保育協議会香取支会　支会長
香取民間保育連盟　前代表
（清水こども園園長）

○ 会長

7 鈴木　教義
香取市私立幼稚園代表
（佐原みどり幼稚園園長）

○ 副会長

8 山本　一郎
香取市小見川工業団地連絡協議会　会長
（ちば醤油（株）会長）

○

9 中野　清
香取市立幼稚園代表
（佐原幼稚園園長）

○

10 石田　はる美
香取市保育所所長会 会長
（栗源保育所所長）

○

11 潮田　光子
合同会社　美咲グループ
ゆきはうす　代表

○

12 平塚　智子 香取市教育委員 ○

13 大平　伸一
香取市校長会 会長
（佐原中学校校長）

○

14 藤木　美恵子
千葉県香取健康福祉センター
地域保健福祉課課長

○

15 勝田　真至
香取特別支援学校
（コーディネーター）

○

15 0 0

≪事務局≫

　　香取市子育て支援課

　令和３年度香取市子ども・子育て会議 出席者名簿　

出欠席数



別紙２

№ 氏名 所属 議案第１号 議案第２号 議案第３号

1 齋藤　貴弘
保育所保護者
（瑞穂保育所）

○ ○ ○

2 額川　彰子
幼稚園保護者
（佐原幼稚園）

○ ○ ○

3 森田　和美
小学校保護者
（小見川中央小学校）

○ ○ ○

4 島崎　哲弥
香取郡市医師会
（医師会推薦：島崎医院）

○ ○ ○

5 栗山　雅幸
香取市民生委員児童委員協議会連合会
（連合会推薦：主任児童委員）

○ ○ ○

6 圓藤　弘典
千葉県保育協議会香取支会　支会長
香取民間保育連盟　前代表
（清水こども園園長）

○ ○ ○

7 鈴木　教義
香取市私立幼稚園代表
（佐原みどり幼稚園園長）

○ ○ ○

8 山本　一郎
香取市小見川工業団地連絡協議会　会長
（ちば醤油（株）会長）

○ ○ ○

9 中野　清
香取市立幼稚園代表
（佐原幼稚園園長）

○ ○ ○

10 石田　はる美
香取市保育所所長会 会長
（栗源保育所所長）

○ ○ ○

11 潮田　光子
合同会社　美咲グループ
ゆきはうす　代表

○ ○ ○

12 平塚　智子 香取市教育委員 ○ ○ ○

13 大平　伸一
香取市校長会 会長
（佐原中学校校長）

○ ○ ○

14 藤木　美恵子
千葉県香取健康福祉センター
地域保健福祉課課長

○ ○ ○

15 勝田　真至
香取特別支援学校
（コーディネーター）

○ ○ ○

15 15 15

0 0 0

　令和３年度子ども・子育て会議 議案別結果一覧　
令和４年２月10日報告締切

○：承認します

×：承認しません



別紙3

◆議案第1号　香取市子ども・子育て会議　会長及び副会長の互選について

委員名

　令和３年度子ども・子育て会議（書面開催）における質問・意見等について

事業名

（所管課）
質問・意見等 回答

質問・意見等なし



別紙3

◆議案第2号　香取市子ども・子育て支援事業計画実施状況及び進捗状況について　①地域子ども・子育て支援事業　②次世代育成支援行動計画

委員名

額川委員

額川委員

圓藤会長

事業名

（所管課）
質問・意見等 回答

①P6

子育て援助活動支援事業

（子育て支援課）

②P2

ファミリー・サポート・

センター事業

【子育て支援課】

　ファミリーサポート制度について、保育園・幼稚園・小学生の子を持つ保護者

の方々に話を聞いたところ、あまり周知はされていないようでした。私自身もケ

ガで動けなくなった時、シッターを探していて初めて知りましたが、事前登録が

必要とのことで利用出来ませんでした。唯一制度をを知っていた保護者の方も登

録の関係や個人で交渉をしなければならない不安から利用を諦めたそうです。全

く知らない素人の方の自宅に子供を預けることへの不安もあったと話していまし

た。（市独自の研修やライセンスを設けたり、会員のつどい等あると安心かもし

れません。）

新型コロナウイルスが身近な脅威として市民生活に浸透する中、令和２年度・３

年度はファミリー・サポート・センターの利用実績がない状況です。

感染拡大防止の観点から、依頼会員・提供会員双方の感染リスクを考慮します

と、積極的な事業展開は困難な状況ではございますが、新型コロナウイルス感染

症の収束後につきましては、保護者やサービス提供者に対し、積極的な周知を

行ってまいります。

①P8

病児保育事業

（子育て支援課）

　病児保育については、めぐみこども園以外の児童も利用出来ることを知ってい

る保護者はいませんでした。香取市全体をフォローする施設として年間利用者数

が135人というのは少ないように感じます。病後に限られることや1日4人までし

か対応出来ないことなども利用へのハードルが高くなっている理由ではないで

しょうか。どちらも（ファミリーサポートセンター事業・病児保育事業）素晴ら

しい制度だと思いますので、保護者に情報が届くような発信方法と制度の拡充に

期待しております。

今後、市内の各保育施設を通じて当事業の周知を図っていくとともに、他事業者

等による病児保育の実施も検討してまいります。

②P2

障害児保育事業

（子育て支援課）

（社会福祉課）

全国的に保育所等に入所する発達障害児が年々増加している。障害児保育事業に

ついては、香取市においても増加傾向にあると思われるが、香取市における民間

施設の障害児保育に対する保育士等の加配は、千葉県による保育士配置改善事業

による事業であり、1施設1名分の時間給職員分（賞与がない）しか適用されて

いない。この仕組みでは、専門性の高い職員の配置ができず、障害児が多数いる

場合には対応できない。発達にとって最も重要な時期の保育が、怪我をしないよ

うに預かるだけの対応でよいのか疑問である。千葉県の子育て支援課では、今後

障害児保育に対する保育士等の加配を充実することが検討されていることから、

香取市においても障害児保育担当保育士等の処遇改善と、民間保育所等に、障害

児の入所人数に応じた複数人の保育士等の加配ができるように制度を改善してい

ただきたい。

現在、香取市での十分な保育士等の確保が困難な状況にあり、現在の保育士定数

による保育では長時間保育や障害児保育などの多様な保育ニーズはもちろん、通

常の保育に対応することが難しくなってきており、保育士の業務負担は年々増加

し、そのことが、ますます保育士確保を困難にしています。

そのため、児童の受入れをお断りするケースも発生し、年度途中の待機児童も発

生している状況にあります。

そこで、本市における子育て環境の充実・保育体制の強化のため、国の保育対策

総合支援事業の一つである、「保育補助者雇上強化事業補助金」を導入し、近年

本市で増加している障害児及び支援が必要な児童に保育補助者が対応すること

で、保育士の負担軽減を図ることを検討しております。
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額川委員

額川委員

②P5

佐原駅周辺地区

複合公共施設整備

（企画政策課）

（子育て支援課）

11月から1月にかけて行われた佐原駅周辺地区複合公共施設のワークショップに

参加したいと考えていましたが、日時的に難しかった為、断念しました。第1回

のテーマは子育て世代支援施設についても触れる内容でしたが、子育て世代の保

護者にとって、夕食・お風呂・寝かしつけ・片づけをして翌日の準備と、一番忙

しい時間帯に参加型はもちろん、ＷＥＢでの参加も不可能かと思います。もちろ

ん子供が家にいる土曜日も子供を一人家に置いてくる訳にはいきませんから、参

加は難しいです。親族が元気で近くに住み、子供の世話を全て任せられるような

恵まれた環境で子育て出来ていれば可能かと思います。しかし、そうでない本当

に子育て支援を必要とする人達にとって今回の開催日時は参加が大変難しいもの

でした。また子育て世代以外の夜勤や休日にお仕事をされている方々にとっても

同じだったのではないでしょうか。一日だけでも平日の日中、子供が幼稚園や学

校に通う時間帯に開催してもらえたら、一日だけでも託児室を設け子連れでの参

加が可能であったなら、子育て支援を一番必要とする人達の声が、また色々な立

場の人の意見がもっと聞けたのではないでしょうか。次回開催の際には、そう

いった部分にも考慮していただければ嬉しく思います。

佐原駅周辺地区複合公共施設のワークショップに関しまして、貴重なご意見をい

ただき、ありがとうございます。参加のご意向にもかかわらず、主催者側の日時

等の設定により、参加いただくことができず、誠に申し訳ございませんでした。

今後につきましては、開催方法等は未定ですが、いただいたご意見を参考に、平

日の日中の開催も視野に入れ、管理運営や利用方法などの説明会やワークショッ

プ等を開催する予定ですので、その際はご参加いただき、ご意見等をいただけた

らと思います。

②P7

産科クリニック等の誘致

【健康づくり課地域医療

推進室】

現在県立病院には小児科医が常駐していない状態が続いています。数年前、子供

がけいれんを起こし倒れた際かかり医では診られないと断られた為、県立病院に

連絡しましたが、小児科医が日赤病院に帰ってしまったとのことで受診出来ませ

んでした。結局、旭の中央病院に連れて行きそのまま入院となりました。先日も

子供は診られないと受診を断られ、市の主要病院に小児科医が常駐していない状

態に不安を感じています。緊急の事態になった時や精密検査が必要になった時、

何カ所も病院をまわり、旭や成田まで行かなくてはならないのは子供にとっても

保護者にとっても大きな負担となっています。産婦人科施設の開業が予定され、

多くの人から喜びの声を聞きます。子供を産んだ後も安心して子育て出来るよう

な医療体制の確保に今後期待をしております。

　香取市が誘致した医療法人社団みずたに会によって令和５年に開設が予定され

る産婦人科施設では、小児科の併設も見込まれております。また、産後ケアや病

児保育についても実施していきたいとのことです。

　今後、香取市としましては、医療法人社団みずたに会と連携を図るとともに協

力もいただきながら、市民のみなさまが出産から子育てまで安心して生活できる

よう努力してまいります。
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◆議案第3号　保育所等の利用定員（案）について

委員名

齋藤委員

◆その他

委員名 質問・意見等 回答

質問・意見等 回答

保育所の利用定員において、R3.12月末及びR4申込が100％を超えている保育所がいくつかあ

ります。この利用定員は、職員数によるものか？あるいは建物の床面積によるものか？どちら

ですか？もし床面積だとしたら、コロナ下で密を避ける事が重要とされる中で、保護者として

は、100％超は気になる所だと思います。もし100％超でも充分な間隔がとれているのであれ

ば、その由を補足として付け加える事を提案します。

利用定員とは、施設型給付費（委託費）等の単価水準を決めるものであり、直近の実利用人員

の実績や今後の見込みなどを踏まえて適正に設定するものです。

利用定員は認可定員（教育・保育施設等の設置にあたり、建物の床面積や部屋数、職員数等を

考慮され、認可若しくは認定された定員。）の範囲内で設定されます。

なお、利用定員を超えている施設でも、認可定員を超える児童を受け入れることはありませ

ん。そのため、床面積を基準として、100％を超えている施設はございません。

質問・意見等なし


